
都市計画審議会　資料

札幌市都市計画マスタープラン

素案への市民意見の概要

意見募集の概要

　●意見募集期間　　平成１５年１０月１日～１０月３１日

　●意見募集方法　　素案（本編・概要版）の配付及びホームページへ
　　　　　　　　　　　　　の掲載により市民意見を募集

　●募集結果概要　　意見数　　延べ２７４件



２　都市づくりの理念・原則と基本目標

意見要旨 代表意見

「持続可能なコンパクト・シティへの再構築」という考え方に賛同。

・考え方が明解であり、これからの都市計画に欠かせない視点であることがわかった。
・｢コンパクト」というキーワードは、これから札幌が目指す都市のあり方として充分説得性のある
言葉として市民に浸透していくものと考える。
・都市の拡大、新規基盤整備よりも中の充実という考え方は良い。
・今は野放図に広がりすぎで、街の中心が寂れる、移動距離が長くなるなどデメリットが目立つ。
・都市は人口が集積することで魅力が高まる。
・限りある資源の活用が大切である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

機能の集積、高密度化は必要だが、同時に過密化などの課題への対応も必
要。

・機能の集積に付随して起こる過密化、過疎化にも配慮してほしい。
・コンパクトを語るのであれば市街地縁辺部の考え方も語るべきである。
・「郊外の開発は認めない」くらい書いてほしい。　　　　　　　　　　　　　など

コンパクト・シティのイメージや、それを目指す背景などをわかりやすく説明す
る必要がある。

・具体例を示して。コンパクトとはどのような状態をあらわすのか。
・コンパクトにすることのメリットを提示してほしい。
・コンパクトの受け取り方は千差万別である。誤解を招きそう。
・コンパクトシティにおけるライフスタイルを提示することも必要では。　　　など

「目標系」と「進め方系」に区分した整理の仕方はわかりやすい。
・５つの原則をよくまとめたなと感じ入ります。
・市民の視点に立った考え方が反映されており、魅力ある都市づくりへの意欲が感じられる。

抽象的にならざるを得ない内容だが具体的イメージが伝わる工夫をしてほし
い。

・もう少し噛み砕いた形で表記してはどうか。　　　　　　　　　　　　　　　など

広域的視点、訪問者の視点から、観光の重要性について触れるべき。

・東京と同じビル街では世界から観光客がこない。
・札幌を国際観光都市という視点で、世界的な要請(都市美など）についても言及すべきではない
か。
・観光客の立場から見たマスタープランという視点が加わると、観光都市札幌のマスタープランにふ
さわしいのではないか。
・日本中、外国中から一度は見たいと思わせる街に。　　　　　　　　　　　　など

冬期の生活機能の確保の必要性を強調すべき。 ・凍上道路の解消なくして、｢一人ひとりの暮らしの質を支えます」は実現できないのではないか。

「地域の取り組みの連鎖」のイメージがわかりにくい。

・どのようなことかがイメージとして浮かんでこない。
・地域の状況により格差が生じないか。
・地域の取り組みと都市構造の維持・強化のつながりをわかりやすくしてほしい。
・地域的視点のイメージがあいまいなせいか、全市の都市構造と市民の身近な生活空間とのつながり
がわかりにくい。　　　              　　　　　　　　　　　　　　　　など

この理念・原則・基本目標を各主体で共有化するための取り組みを進めるこ
とが必要。

・実現のためには一人ひとりが動くことが大事。意識改革についてどう考えるか示すべきである。
・企業・市民への｢拡大抑制」に対する理解を広げるための方法を検討すべきではないか。　など

都市づくりの理念

都市づくりの原則

都市づくりの基本目標

その他
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３　部門別の取り組みの方針

意見要旨 代表意見

市街地の範囲を維持するという考え方に賛同。
・維持管理費の増大につながるので、市街化区域の拡大はやめるべきではないか。
・地震や水害から守るため、これ以上の市街化区域を増加すべきではない。　　など

市街化区域を拡大すべき。 ・市街化区域の拡大を望みます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

どのような「機能の複合・集積」を目指すのか、具体例などの説明がほしい。
・実際には住商・住工など居住環境として心配される要素に対してどのような方向で｢機能の複合・
集積」をするのか具体的に示してほしい。             　　　　　　　　　　など

商業土地利用の考え方をもう少し言及できないか。 ・土地利用の考え方の中に、商業利用の考えがもう少し言及できないか。

公共交通を基軸としたネットワークを構築するという考え方に賛同。
・これからの高齢化社会を考えると交通の基本方針の一番目が公共交通であることに賛成。
・これからは地下鉄・JRを中心とした都市形成が必要。　　　　　　　　　　　など

公共交通ネットワークを充実させるため各種施策を推進していくべき。
・巡回型の交通機関(東京の山手線のようなもの）を考えるべきではないか。
・公共交通の環状化をはかることと、乗換えを容易にすることが重要。
・バス利用のしやすさが重要(バス停の統合、行き先の明確化など）　　　　　など

渋滞緩和のために道路ネットワークの充実が必要。 ・渋滞緩和のための道路整備を行なうべき

新たな道路の整備が困難であれば、既存道路の拡幅や一方通行化などの
対策を検討してはどうか。

・新たな道路建設が難しいのであれば住宅街を通り抜ける一方通行道路を検討してはどうでしょう。

渋滞対策は、路上駐車対策や公共交通への誘導などソフト施策で行うべ
き。

・道路整備は車の増加を助長するのでやめるべきではないか。渋滞対策は路上駐車対策、公共交通の
誘導で行う。
・一人での車の利用を禁止してはどうか。

物流に対する視点についても言及すべき。 ・ネットワークの考えの中で物流の視点も言及できないか。

冬期間の交通渋滞の緩和や歩道機能の確保に積極的に取り組むべき。
・冬季における凍上歩行対策への取り組み姿勢を打ち出してほしい。
・さらに進んだ除雪、凍結路面対策による歩車道空間の確保をしてほしい。
・冬期間の交通渋滞の緩和も大事である。

その他、具体的な提案意見（特定地区のネットワーク改善など）。

・東豊線を延長してみてはどうか。
・地下鉄麻生駅とＪＲの地下道接続による周辺の発展を望む。
・第二環状線の整備や豊平川の橋の増設を検討してはどうか。
・主要道の交差はロータリー式か立体化が望ましい。

みどりの配置 市民に親しまれてきた貴重なみどりの保全対策を検討していくべき。
・創成川沿いのヤナギ、中島公園のヤナギ、大通、円山など現存する貴重な緑の保全の対策を検討し
てほしい。

まちなかのみどりを積極的に充実させていくことが必要。 ・市街地内の緑地をもっと増やしてほしい。
ビルの屋上緑化を積極的にすすめるべき。 ・ビルの屋上の緑化についての助成の充実により、環境改善を図ってはどうか。

地球温暖化への対応や、適切な水循環の確保の観点からも積極的なみどり
の創出が必要。

・舗装やコンクリート地の急増が、雨の吸収や温度・湿度の調節を妨げている。みどりの配置維持が
重要である。

大規模な公園だけでなく、乳幼児や高齢者を含めて誰もが利用しやすい身
近な公園を確保することも重要。

・身近にある公園の現状があまりよくありません。(遊具が古い、砂場が非衛生的など）

みどりの充実に向け、より積極的な取り組みを求める意見。
・企業や個人の遊休地を、市や道が買収して緑の環境保全を考えるときである。
・緑地創出の誘導は非常にコストのかかることであるが大いに推進すべきことである。
・緑地の伐採等を伴う宅地開発は行政として不認可すべきである。

その他具体的な意見。
・中高年の登山熱にちなみ、藻岩山、円山、五天山、手稲山などを結ぶ縦走ルートを整備してはどう
か。
・各区にひとつずつ｢１００年の森」計画をたててはどうか。

廃棄物処理施設
ゴミを正しく捨てやすい環境づくりやリサイクル体制の充実に、官民をあげて
取り組むことが必要。

・リサイクルのシステムを確立する知恵を多くの専門家や市民と考えることが重要。

み
ど
り
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ク
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道路ネットワーク

その他

みどりの質的充実

その他
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意見要旨 代表意見
都心の再生・再構築を積極的に進めることに賛同 ・都心の再生・再構築は重要である。

都心以外に住む市民への配慮も必要（「都心を変えれば札幌も変わる」の表
現を再考すべき）。

・都心を変えれば札幌も変わるという点もあると思うが、都心以外に住む市民は寂しくなります。
・南から西にかけて山があり、北に海が近く、東に大きな川があるという立地条件が札幌の最大の魅
力であり都心が変わってもなんら変わらない。

駅前通の地下歩行空間を建設すべき。
・ぜひ大通りまで接続してほしい。
・駅前通は歩道がせまい。ぜひ快適な歩行空間（できれば地下道)をつくってほしい。

駅前通の地下歩行空間は建設すべきでない。
・駅前通の地下歩道建設はしないほうが良い。樹木を伐採すると冬のイルミネーションなど観光に損
失。南北線の利用にも悪影響。

歩行者に配慮し、公共交通を重視した都心交通対策を進めてほしい。 ・都心部の車の乗り入れを規制し、公共交通の利用を促進すべき。

札幌の顔としてふさわしい、魅力ある空間づくりを進めるべき。
・都心は札幌の顔となる場であるので、高層化と美化をひとつに考えてほしい。
・中心街を美しい特性ある緑の街にしたい。

都心居住を促進すべき。
・都心の空き室、空きビルをマンションに改修して中心部を活性化しては。
・都心の居住空間を整備しては。

建築物の高層化によって公園や駐車場を確保し、防災性を高めていくことが
必要。

・老朽化した市営住宅などを取り壊し、高層化を図る。防災上必要な施設をつくり、駐車場のスペー
スも生むことができる。

マンションの建設にともなう問題が生じていることに注意して都市づくりを進
めることが必要。

・地下鉄駅周辺のマンション建設による問題が多く出されているので、この点に注意して都市づくり
をすべき。
・高層マンションが建ち眺望が悪くなるなど住民から見ると何とかしてほしいのに都市計画法上は対
処ができないことがある。解決の方向性を示した市民の矛盾解決型マスタープランであってほしい。

農地を全面的に宅地化するのではなく、地域で活用できる家庭菜園を残す
ことも検討してはどうか。

・６０歳、７０歳の人口の割合が多くなる中で、家庭菜園のできる場所が近所にあれば地域の人は
嬉々として活用すると思う。

塩漬けになっている未利用地を緑地や公共用地などに有効に活用すること
を検討してほしい。

・不良債権ですすまない塩漬けの市街地内未利用地を先行取得または等価交換、民間事業の誘導的支
援など、積極的に緑地や公共用地などに活用してほしいと思います。

サイクリングロードの充実により、環境負荷の低減や、市民の健康増進と
いった効果が期待される。

・サイクリングロードを都心から郊外に整備すれば通勤に自転車を利用する人が増え環境に対する負
荷の低減、市民の健康増進という面からも有効ではないだろうか。

地域の河川の環境整備をすすめ、住民が憩う川辺を創出してほしい。 ・創成川のアンダーパスは良策だが、北区の創成川も何とかする必要がある。

力点として抽出された５つのテーマに賛同。
・さっぽろの都市づくりのアイデンティティとなる５項目のテーマは大変結構と思います。
・魅力と活力ある都市を形成する上で、それぞれ核心をついた課題設定であると評価する。

「治安の維持」もこれからの重要課題であり、その視点を加えるべき。
・治安の維持も重要。警察だけの問題ではないと思う。都市づくりの面からも何か訴えることはでき
ないか。

建物の高さや色の統一を図るべき。
・建物の高さや色彩などを統一したらよいと思う。専門家に規定を作成してもらい、違反する時は強
制力を持ったらどうか。

その他

都心の再生・再構築

オープンスペース・ネット
ワーク

居住環境

居住環境
市街地の外の自然

４　都市づくりの力点
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意見要旨 代表意見

基本的な考え方について賛同。
・市民、企業、行政の協働のしくみは賛成です。
・基本的には賛成ですが、市民や企業がどれだけ都市計画にかかわる余裕があるか心配なところで
す。

都市全体を見ながらも、地域の特質をいかして個別に考えていくことが重
要。これからは、地域によって格差（個性）が生じてもよい。

・平面的に発展した札幌市は今後中心地域とそれ以外の地域でそれぞれ違う計画を構築してはどう
か。各区単位の暮らしの質を考え、区ごとの格差が出ても良い。各区単位で進めたほうがより魅力あ
る街づくりとなるのではないか。

今後、実際に協働の取り組みを推進していくために具体策を検討していく必
要がある。

・ワークショップを積極的に支援する取り組みが必要ではないか。
・「まちづくりセンター」的なサポート機関を検討していく必要がある。

その他、具体的な施策の提案意見。
・意見を聞くためのモニター制度を作ってはどうか。
・具体的でイメージのわく｢スケジュール」をつくるべきではないか。

意見要旨 代表意見

カタカナ語が多い印象をもった。できるだけ親しみやすいマスタープランにす
るためにも再考を望む。

・カタカナ横文字が多すぎて都市計画マスタープランに親しむ雰囲気を遠ざけている気がしてなりま
せん。

わかりやすさ、言葉づかい

都市づくりにおける｢協働」

●その他（全般的事項）

５　取り組みを支えるしくみ
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